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  a  彼はよほど疲れているらしい。 
    彼はよほどうれしかったのだろう。  












  c  あの本より この本のほうがよほどおもしろい。  
    d 彼が一晩で読み終わるのだから、この本はよほどおもしろいのだろう。  
  e *この本はよほどおもしろい。    
cf.) この本は｛とても／非常に／かなり／なかなか｝おもしろい。  











    f * 姉より妹の方がよほど若く見える。   ○ 妹より姉の方がよほど若く見える。  







 また、「よほど」には次のような特徴もみられる。  
 
  g  雪の日は、よほど早く家をでないと間に合わない。  


























 情態副詞：動作作用または事態のあり方を表わして、主として動詞を修飾する副詞  
    「ついに完成した」「おのずと分かる」「すぐ（に）行く」「ゆっくり（と）歩く」 
 程度副詞：状態性の意味をもつ語にかかって、その程度を限定する副詞  
    「たいへん楽しい」「もっと早く歩け」「かなりきれいな花」「至って健康だ」  
 陳述副詞：否定・推量・仮定など、述語の陳述的な意味を補足・強調し明確化する副詞  








  副詞   接続副詞  
       先行副詞   感動副詞  
              語の副詞   陳述副詞  
                     属性副詞   程度副詞 
                            情態副詞 



























































































   幸京都に住むことになった。  
（B）せめて半額でも融通してもらえませんか。  













しくは theme―rheme の関係」「とりたて focusing の関係」をあげている。そして、それ
に関わる副詞について次のように述べている。  
  
  こうした文の陳述性のうち、副詞あるいは副詞的成分に関係のあるものとしては、叙 
法ととりたてと評価の三つがあると思われる。例を挙げれば、 
   a)たぶん晴れるだろう｡／  どうぞ来て下さい｡ ／ はたしてあるだろうか｡ 
など、推量、依頼、疑念といった、文ののべかた（叙法）にかかわるもの、  
  b)ただ君だけがたよりだ。 ／ すくなくとも十年はかかる。  
など、限定、見積もり方といった、文の特定の部分のとりたて――つまり、表現されて
いない他の同類のものごととの  paradigmat ic  な関係づけ──にかかわるもの、  
  c)あいにく雨が降ってきた。  ／  奇しくもその日は父の命日だった。  
など、文の叙述内容に対する話し手の評価・感情的な態度にかかわるもの、の三つであ
る。こうして、筆者は現在のところ、陳述副詞について、  
          a)叙法副詞 
    陳述副詞  b)とりたて副詞 






























      * きょうは相当さむくない。   * この本は大分おもしろくない。 
                                                   
 
6 工藤(1982)で示された陳述副詞の下位類のうち、「叙法副詞」以外の「とりたて副詞」「評価副詞」 













   * この電球はすこし明るくない。  * このひもは非常に長くない。 
 ②多くの程度副詞は命令・依頼・勧誘・意志など、ことがらの実現を“はたらきかける”
叙法と共起しにくい 
   ? 非常にはやく走りなさい。   * だいぶたくさん作ってください。 






































  評価成分  叙述全体に―ことがら評価：驚いたことに～ ～さいわい：評価副詞  
        叙法部分へ―のべかた評価：さ す が ～ ～せっかく：叙法副詞  
        時制部分へ―なりたち評価：早 く も ～ ～とうとう：時間副詞  
        相言部分へ―ありさま評価：意 外 に ～ ～けっこう：程度副詞  
        用言部分へ―やりかた評価：親 切 に ～ ～きちんと：情態副詞  
        体言部分へ―ものごと評価：優   に ～ ～たかだが：取立副詞  





  せっかく A だから B だ （せっかくここまで来たのだから  二三日泊ってお行き。）  
  せっかく A だが非 B だ （せっかくここまで来たのに  もう帰るのか。）  
において、事態 A を直接の評価の対象とするものでありながら、「せっかくここまで来た」












































   Ａ  願望－当為的な叙法  
    ａ）基本叙法  
     １）依頼─どうぞ  どうか  なにとぞ  なにぶん  ／  頼むから  etc.  
     ２）勧誘・申し出 etc.─さあ  まあ  なんなら（なんでしたら）  
    ｂ）擬似叙法  
     ３）希望・当為 e tc.─ぜひ  せめて  いっそ  できれば  なんとか  なるべく  できるだけ  
                どうしても  当然  
        c f ) 意志─あくまでも  すすんで  ひたすら  いちずに etc .  
           意図─わざと  わざわざ  ことさら  あえてetc .  
                                                                                
   Ｂ  現実認識的な叙法  
    ａ）基本叙法  
     ４）感嘆・発見など─なんと  なんて  なんともはや  
     ５）質問・疑念  ─はたして  いったい  ／  なぜ  どうして etc .  
     ６）推測─たぶん  おそらく  さぞ  さだめし  大方  ／  大抵  大概  
         ／  まさか  よもや  ／  たしか  もしや さては  







     ７）伝聞─なんでも  聞けば   c f ) ～によれば e tc.  
    ｂ）擬似叙法   
     ８）推定─どうも  どうやら  ／  よほど  
     ９）不確定─あるいは  もしかすれば  ことによると  ひょっとしたら  ／  あんがい  
     10）習慣・確率など .─きまって  かならず  きっと  ／  とかく  えてして  ややもすれば
                        ともすると  ／  いつも  よく  ／  大抵  大概  普段   
     11）比況─あたかも  まるで  ちょうど  ／  いかにも  さも   
     12）否定  
      イ）判断性強し─けっして  ／  まさか  よもや  
        部分否定─必ずしも  一概に  あながち  まんざら  
        とりたて─別に  別段  格別  ことさら  
      ロ）程度性─たいして  さほど  さして  ちっとも  すこしも  一向 (に ) でんで  
            ／  まるで  全然  まったく  
      ハ）動作限定─ろくに  めったに  さっぱり  ついぞ たえて  
        （不可能）   とても  とうてい  なかなか  
        （疑問詞）   なんら  なんの  なにも  なにひとつ etc .   
      ニ）慣用句─毛頭  皆目  寸分  とんと  おいそれと (は )e tc.  
        c f ) 否定的傾向─所詮  どうせ  どだい  なまじ  へたに  
          （相対的テンス）まだ  もう  いまさら  
     13）肯定─かならず  さぞ  ぜひ  
        c f ) 一般の程度副詞  ある種のアスペクト副詞   
 
   ※Ａ願望－当為的叙法にも、Ｂ現実認識的叙法にも用いられるもの  
        きっと  かならず  絶対（に）  断じて  ／  もちろん  むろん   
 
Ｃ  条件－接続の叙法  
     14）仮定条件─もし  万一  かりに  ／  一旦  ／  あまり  よほど  
     15）仮定逆条件─たとえ  たとい  
     16）逆条件（仮定～既定）─いくら  いかに  どう  どんなに etc .  
     17）原因・理由─なにしろ  なにせ  なにぶん  ／  さすがに  あまり  
18）譲歩─もちろん  たしかに  なるほど  いかにも  
     19）譲歩～理由─せっかく  
                                                                                
   Ｄ  下位叙法  sub-m o dal i ty  
      確認・同意─なるほど  たしかに  いかにも  全く  ／  道理で   
      うちあけ─実は  実の所  実を言えば  本当は  正直 (言って )  
      思い起こし─思えば  考えてみると  思い起せば  
      証拠だて─現に  事実  じっさい  だいいち   
      たとえ  ─いわば  いうなれば  いってみれば   
      説き起し─およそ  そもそも  一体  大体  本来  元来   
      （概括）  一般に  概して  総じて   
      まとめ  ─結局  畢竟  要するに  要は  つまり (は ) 早い話 (が )  
      （はしょり）どうせ  どっちみち  いずれにせよ  所詮  とにかく   
      予想・予期─案の定  やはり  はたして  
            めずらしく  案外 (に ) 意外にも  ／  かえって   
     ※観点～側面─正しくは  正確には  厳密には  詳しくは etc .   
             技術的には  時間的には  文法的には etc .   
















































    比較   計量   判断構造   評価  表現性   量  
 
発見系  
 とても  ×    ○    発 見    ±  驚 嘆   大  
  
 
 非評価系  
 結 構  ×    ○    望外発見    ＋  脱懸念  （大）   
  
   
比較系  
 多 少  ○  
○  
  潜在比較    －  
  ± 
 反期待  
 
 小  
 
 評価系  
 




 それぞれのグループに属するとされる副詞は次のとおりである。  
 とても類  …  はなはだ すこぶる たいへん きわめて ひじょうに ずいぶん  
 結構類  …  なかなか わりに ばかに やけに  
 多少類  …  すこし ちょっと やや いささか かなり  



































































 それぞれの辞典の語釈とあがっている例を以下、引用する。  
 
『大辞林』初版(1988) 
 よっぽど【余っ程】（「よきほど」の転。「余」は当て字）  
 （副）①程度がはなはだしいさま。普通の程度を超えているさま。たいそう。ずいぶん。  
    「これなら家にいた方が―ましだ」「―疲れていたとみえて、もう眠ってしまった」  
    ②すんでのところでそうなってしまいそうなさま。  
    「―怒鳴りつけてやろうかと思ったが我慢した」  
    ③ちょうどよい程度であるさま。  
「瑟の緒のあはひ広狭もなく―に寸法の有るを云ふぞ／毛詩抄三」 
    ④大体。おおよそ。  
    「者を知る器量があつたぞ、王戎と―同じやうにあつたぞ／蒙求抄一」(p.2500) 
 
 よほど【余程】（「よきほど」の転。「余」は当て字）  
 （副） ①程度がはなはだしいさま。普通の程度を超えているさま。たいそう。ずいぶん。  
    「―自信があるのだろう」「自分で直接行った方が―簡単だ」「あれから―経つの
に、まだ帰って来ない」  
     ②すんでのところでそうなってしまいそうなさま。  
    「―捨てようかとおもったがやめた」  
     ③ちょうどよい程度であるさま。  
    「是は―色付いた／狂・瓜盗人虎寛本」             (p.2504) 
 
『日本国語大辞典』第二版(2000-2002)［初版 1972-1976］ 
 よっぽど 10（「よきほど」の変化した語。「余程」は江戸時代以降のあて字）  








  《副》①よい程度に。ほどよく。ちょうどよく。  
      ②ほとんどそれに近いさま。おおよそのところ。だいたい。おおかた。  
      「昭襄王からはよっほと百余年であらうぞ」（史記抄(1477)五・秦始皇本紀） 
     ③かなりの程度であるさま。ずいぶんに。相当に。  
      「この四つのあしき覚悟のなきはよっぽど仁の道なれども、まだ向上にはい
たらぬぞ」（春鑑抄(1629)仁）  
      「其の儒者に比べては、出家の方がよっぽど広い」（古道大意(1813)上）  
      「手めへから了簡つけてよっぽど勘弁せねばならねへ」（滑稽本・浮世床
(1813-23)初・中）                      (p.650) 
 
 よほど 11 
  《副》①よい程度に。ほどよく。頃合いに。  
       「迦楼の色の衣をかけて大路持鉢してとをらるるをせいは仏とよほと同ほど
なり」（玉塵抄(1563)三二）  
      「当年ほど瓜の見事に出来た事は御座らぬ。是は、よほど色付た」（虎寛本狂
言・瓜盗人（室町末－近世初））  
     ②かなり。相当。ずいぶん。たいそう。非常に。  
      「悟のよほどいた人の衣の上に花がたまらいでちりてをちたぞ」（玉塵抄
(1563)一八）  
      「やあ、よほと持た。さあ又汝もて」（狂言記・荷文(1700)）  


















































ている。例文は(1)と(2)に大きく分かれており次の 9 例である。  
 
(1) ①数学はぼくより弟のほうがよほどよくできる。  




③ （工芸品展にて）よっぽど根気がないと、こんな細かい細工はできないね。  
④ うちの犬はハチの須にちょっかいを出して刺されたのがよほど懲りたとみえて、
以来絶対に近寄らない。  
⑤ 二十億の絵をポンと買った大企業はよほどもうけているに違いない。  
⑥ これだけ裏切られてもまだ吉本をあきらめきれないなんて、順子はよっぽどのバ
カだ。  













































 (一) ＸはＹよりよほどＡだ。     ⇒ 基本的用法 
   (a) A に立つ語は性質・状態を表わす語である  
   (b) A に立つ語は、話手によって Y に当てはまらないと評価されたものに限られる  
   (c) 否定表現・疑問表現となじまない  
   (d) 先行判断に対する異議申し立ての主張文を作る  
 
(二) よほどＡと見えてＢだ。        （既実現） 〔現実／実現の可能性〕  
   (二) 'よほどＡでないとＢでない。          （未実現）   
   (二)"よほどＡならＢであり得る。                      
   ※「普通程度の A ならば B でない」という常識の「普通程度」という部分に逆らう
ことから発する言い方。  
  (a) A に立つ語は性質・状態を表わす語である  
   (b) A に立つ語は、B の原因・理由としてそれ自体では不十分、と話手に位置づけら
れている  
                                                   
 





13 渡辺(1985)参照。「X は Y より A だ」という構文（比較構文）において用いられるものを「比較」





   (c) A の述語部が原因推定の言い方の型。「B だ」の部分は未来表現・不確実表現に
ならない  
   ※「B だ」の部分が未実現になる場合には「A だ」の部分も言い廻しが(二)’のように
変わる。  
   (d) 相手に向かって激励や叱咤、自分に用いて奮起や自戒、などの表現価値をもちが
ちである  
 
 (三) よほどＡしようかとおもったが、やめた。    ……〔非実現〕 
(a) A に立つ語は人間の意志にもとづく行為動詞  














































（A） あることの条件の程度のはなはだしさを言う用法  
太郎は試験に合格した。よほど勉強したのだろう。  
よほど勉強しなければ、試験には合格しない。  
（B） ２つの事物の程度差のはなはだしさを言う用法  
  太郎より次郎のほうがよほど賢い。  
（C） ある行為を行おうとする思いが募ったことを言う用法  






















いる。缶などに口をつけて飲むのは、よほどやむを得ない場合である。（ 92/10/16 夕） 
































































３．１．２ 用法記述の方法 用いられる文の構造のとらえ方 
 ３．１．１で述べたように本研究では実例を対象として用法記述を行うが、その具体的
                                                   
 




















る 1 つの条件として検討の対象とする。  
 以上のことを次の例で具体的に示す。分析の観点は、たとえば次のような点である。  
 




〈結びつく状態性をもつ語〉（  部分） 
  ・どのような品詞があらわれるか 
  ・意味的なタイプに偏りがみられるか、どのようなものか 
  ・どのような語形をとるか（タ形・シテイル形など） 
 〈共起する叙法形式〉（  部分） 
  ・どのような形式があらわれるか（形式ごとの分布や偏り） 
  ・どのように一般化されるか 
 〈実例に共通して見られる複文、連文関係〉（  部分） 
  ・複文や連文までを含め、それらがどのような形をとってあらわれるか 




























(1) 『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』(1995)：主に小説  
  （翻訳作品を除く、昭和戦後に活躍した作家の 1945 年以降の作品（39 冊 55 作品）） 
(2) 『CD-ROM 版 新潮文庫の絶版 100 冊』(2000)：主に小説  
   （翻訳作品を除く、昭和戦後に活躍した作家の 1945 年以降の作品（29 冊 55 作品）） 
(3) 『CD-ROM 版 毎日新聞 1995 年版』  
   （新聞：1995 年 1 月～12 月の朝刊・夕刊を含む全紙面）  
(4) 『CASTEL/J』CD-ROM（日本語教育支援システム研究会）  
   （論説：1960 年代～1990 年代発行の「講談社新書」（37 冊））  
(5) 書籍（手作業収集）計 72 冊 





(6) 『現代日本語書き言葉均衡コーパス』雑誌データ（国立国語研究所）  
[Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese，略称 BCCWJ] 
  （雑誌記事：2001-2005 年発行  1996 件  約 440 万語 2012 年 3 月時点）  
 
 (1)～(6)の資料を対象に、電子化資料である(1)(2)(3)(4)については次の正規表現を用いて














  表１：現代語の形態別用例数（「よほど」「よっぽど」）  
よほど  よっぽど 計 
  733   272  1005 
 
  表２：現代語の形態別用例数（「よほどの」「よっぽどの」）  
よほどの  よっぽどの  計 


























































































・洒落本 13 作品  
『日本古典文学大系 59 黄表紙・洒落本集』（岩波書店）より 8 作品 
「遊子方言」1770 頃／「辰巳之園」1770／「道中粹語録」1779 頃／「卯地臭意」1783
／「総籬」1787／「傾城買四十八手」1790／「錦之裏」1791／「傾城買二筋道」1798 
『新日本古典文学大系 85 米饅頭始・仕懸文庫・昔話稲妻表紙』（岩波書店）より 1 作品 
  「仕懸文庫」1791 
『日本古典文学全集 47 洒落本・滑稽本・人情本』（小学館）より 4 作品  
  「跖婦人伝」1753／「甲駅新話」1775／「古契三娼」1787／「繁千話」1790 
 
・黄表紙 20 作品  





『新日本古典文学大系 85 米饅頭始・仕懸文庫・昔話稲妻表紙』（岩波書店）より 3 作品 
「米饅頭始」1780／「三筋緯客気植田」1787／「玉磨青砥銭」1790 




・滑稽本 6 作品  
 『日本古典文学大系 62 東海道中膝栗毛』（岩波書店）より 1 作品 
「東海道中膝栗毛」1802-1809 
『日本古典文学全集 47 洒落本・滑稽本・人情本』（小学館）より 2 作品  
「酩酊気質」1806 頃／「浮世床」1813-1814 
『新日本古典文学大系 86 浮世風呂・戯場粋言幕の外・大千世界楽屋探』（岩波書店）よ






・人情本 3 作品  
『日本古典文学大系 64 春色梅児誉美』（岩波書店）より 2 作品  
「春色梅兒譽美」1832-1833／「春色辰巳之園」1833-1835 
『日本古典文学全集 47 洒落本・滑稽本・人情本』（小学館）より 1 作品  













 以上の方法で得られた用例数は次のとおりである 16。 
 
  表３：近世後期の形態別用例数（「よほど」「よっぽど」）  
 よほど よっぽど 計 
用例数    34   71  105 
 





































(7)『CD-ROM 版 明治の文豪』(1997)：小説  
  （翻訳作品を除く、主に明治期に活躍した作家の作品（35 冊 110 作品））  
【大正期】  
(8)『CD-ROM 版 大正の文豪』(1997)：小説  
(9)『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』(1995)：小説  
(10)『CD-ROM 版 新潮文庫の絶版 100 冊』(2000)：小説  
（(8)(9)(10)より翻訳作品を除く、主に大正期に活躍した作家の作品（46 冊 198 作品））  
 






  表４：近代語の形態別用例数（「よほど」「よっぽど」）  
 よほど  よっぽど  計  
明治期    296  200  496 












































































      形態  
 資料   
よほど  よっぽど  計 
用例数  % 用例数  % 
 小説（会話文）   105   45.3   127   54.7  232 
 雑誌記事（会話の引用）     6  54.5   5   45.5   11 
 対談    19   57.6    14   42.4    33 
 新聞（会話の引用）    25   61.0    16   39.0    41 
 エッセイ     78   62.9    46   37.1   124 
  雑誌記事（地の文）     23   76.7     7   23.3    30 
 新聞（コラム・意見）     79   84.6    14   15.4    93 
 小説（地の文）    346   88.9    43   11.1   389 
 論説     52   100     0      0    52 


































① 「のだ」を含む形式との共起 26.3％  
    彼女は鼻歌を歌っている。よほど気分がいいのだ（ろう）。  
② 推量形式との共起  25.2％  
（「のだ」を含む形式（→①）は除く）  
弟はよほど疲れていたらしく、ごはんを食べ終わるなり寝てしまった。  
③ 比較対象の表示  26.3％  
    遊園地なんかより家の前の空き地の方がよっぽどおもしろい。  
④ 否定条件節との共起  16.3％ 
 雪の日はよほど早く家を出ないと間に合わない。  
⑤ 意志願望形式との共起  3.6％ 
 よっぽど文句を言ってやろうかと思ったが、ぐっと押さえて帰ってきた。  
⑥  その他  9.6％  





















   
・よほど（感情・心情をあらわす形容詞）らしく、（既実現の事態の描写） 。 
・ （既実現の事態の描写） 。よほど（感情・心情をあらわす形容詞）のだ（ろう）。 
 
例１）焼跡の上の人々は、余程熱いらしくしばしば汗をぬぐっている。（永遠なる序章） 































叙法形式  共起する用例数  
名詞  形容詞  動詞  計  
のだろう 
 のか 21 
 のだ 
 のだろうか  
 のではないか  






  10 
  10 
   5 
   2  
  1 
    
  35 
  23 
  22 
  1 
  1 
   3 




  47 
  25 
  24 
   5 
   4 
   2 
   92 
   58 
   51 
    8 
    6 
   5 




 重複表現  
  1 
   
 
 





  1 
  2 
 
  1 




    4 
   3 
   2 
   2 
   3 





（だ）」を含む形式と共起する例が 23.3%（235 例）もの割合でとりだせることとともに、 


























































































































れる。工藤浩 (1989)「見なし方（推定（らしい／と見える）・様態（ようだ みたいだ））」、三宅知宏 (1994b)





 叙法形式  共起する用例数   
名詞  形容詞  動詞  計  
 らしい  
 と見える  
 ようだ  
 みたいだ  
 そうだ  
 複合表現25 
  13 
   5  
   3 
   2  
 
   1  
  28 
   4  
   5 
  1 
  44 
  13 
  11 
   1  
   1  
   1  
   85 
   22 
   19 
    4 
    1 
  2 
          
計  24 38 71   133 
 にちがいない  
 だろう  
 か、  
 と思われる  
 と思う  
 ではないか 
 だろうか 
 かもしれない  
 はずだ  
 複合表現  
  8 
  18 
   4 
  3 
  3 
   3 
  1 
 
 
   5  
  7 
    
  20 
   5  
 
  2 
  1 
 
 
   1  
   1  
   2  
   35 
   23 
    4 
    5 
    4 
    3 
    1 
    1 
    1 
    7 
































































































  表８：「よほど」と共起する「推定」以外の形式と用例数  
叙法形式  共起する用例数  
名詞  形容詞  動詞  計  
にちがいない 
 だろう  
 か、  
 と思われる  
 と思う  
 ではないか 
 だろうか  
 かもしれない  
 はずだ  
 複合表現  
  8 
  18 
   4 
  3 
  3 
   3 
  1 
 
 
   5  
  7 
    
  20 
   5  
 
  2 
  1 
 
 
   1  
   1  
   2  
   35 
   23 
    4 
    5 
    4 
    3 
    1 
    1 
    1 
    7 










「にちがいない」と共起する用例数は 35 例で「だろう」（23 例）より多い。本稿の分析
                                                   
 








 にちがいない  のにちがいない  計  
 
だろう  のだろう  計  
全例  2630(93.7) 178(6.3) 2808(100) 7816(77.0) 2337(23.0) 10153(100) 
「よほど」と共











































 彼女、うれしそうな顔をしている。合格した［    ］。 


























































































































































                                                   
 
32 表８の「だろう」以下の形式のうち、「と思われる」の 2 例は、次のように既実現事態を根拠とする


































































《既実現の事態》           《判断》  
                     戦後の寄付がよほど喜ばれたらしい。  
          〔推定の根拠〕             → 〔推定〕  
  ベルリン大学では名誉学位を贈られた。  
          〔説明される対象〕            ←  〔説明（的推量）〕 
                     戦後の寄付がよほど喜ばれたのだ（ろう）。 


























































































































































                                                   
 

























 叙法形式  共起する用例数   
名詞  形容詞  動詞  計  
 だろう 










  省略・その他  
 15 
   1 
   
2 






  1 
 
  33 
 12 
  25 
6 
   2 
 
 
   1 
   1 
  46 
  22 
  11 
   5 
   5 
   1 
   1 
  1 
   1 
   1 
   1 
  94 
  35 
   36 
   13 
    9 
    1 
    1 
    2 
    2 
    1 
    2 
    3 

































も少なくない。（内容の意味的な面では、内面の感情や心情を推量するものが目立つ 35。）  
 















































































叙法形式  共起する用例数   
名詞  形容詞  動詞  計  
 らしい  
 ようだ 
 （し）そうだ  
 みたいだ 
 Vてみえる  
 
  87 
  42 
    
   
 
  13 
  12 
   7 
 134 
  34 
  23 
   1 
   1 
    
 234 
 121 
  30 
   1 
   1 
   
  語彙的推定表現       17  
計      404 
 叙法形式  共起する用例数   
名詞  形容詞  動詞  計  










 のだろう  
   6 
  3 
 
 
  2 
 
   1 
 
 









   1 
   1 
  2 
  5 
   2 
 
   2 
   1 
   2 
 
 
   1 
7 
5 






   1 
   1 
   1 
だφ／するφ 
 のだ  




   3 
 
 
  12 
  10 
   1 
 26 
 11 
  1 
  

























































































































































































  ｛うれしい(15) かなしい  さびしい  くやしい  こわい  おそろしい  照れくさい  
／すきだ(12) きらいだ  ショックだ  心配だ  堪えがたい  惜しい  機嫌がいい  ムシの居
所がわるい  恨みが深い  思い入れが強い  気に入っている(11) 惚れこんでいる  好意を




着がある  （心魂に／肝に）こたえる (7) 気になる  癇癪にさわる  ほっとする  
／つらい(6) （具合が）悪い(4) 眠い(3) 苦しい調子がいい  空腹だ  疲れている(11) 退
屈している  熟睡している  喉が渇いている  ストレスが溜まっている  （体が）凝ってい
る  気勢をそがれる／あつい  寒い  痛い／ウブだ  律儀だ  欲張りだ  偏屈だ  鈍感だ  凡
庸だ  能天気だ  無神経だ  無能だ  口不精だ  目立ちたがりやだ  物好きだ  度胸がない  
人柄がいい  神経が太い  気位が高い  脳味噌が足りない  度胸が据わっている  無愛想に
うまれついている／腕がいい  思慮深い  器用だ  習熟している  人間離れしている  力量
がある／躾の厳しい家に育つ  身分のいい出だ  金持ちだ  経済的に余裕がある／暇だ・




｛運がいい(2)・わるい(5) 相性がいい(3)・わるい(2) 条件がいい  ついてない  なじみだ  縁
がある(2) 気が合う  深い宿縁でつながっている  ／マイナーだ  普及度が低い  信頼が厚
い  おそれられている  愛されている  嘱望されている  人気がある｝  
 
【成果に関わる意志的行為】  
｛慎重にやる  うまく調整する  うまく会う  うまくだましあう  一生懸命に修行する  まめ
に手入れする  巧妙に外にもらさないでいる  頻繁にジムに通う  深いところにもぐる  





































































                  推定形式 
    ［推定内容（事態の原因・事情）］      ［推定根拠］ 
 
・ （既実現の事態の描写） 。よほど（感情・心情をあらわす形容詞）のだ（ろう）。 
                               説明（推量）形式 












  ・意味の面での偏りとして目立つものは次のようなものである。 
【人の内面～内情（感情・心情・精神的肉体的状態・感覚・性格・資質・出自など）】 



























































いずれか一方でも比較対象が表示される全用例 264 例に対する、用例数の割合である。  
 
  表 11：「よほど」と共起する比較対象の表示形式と用例数  
 X  Y 
形  式  用例数  形  式  用例数  
方が 184 (69.7) より  129 (48.9) 
は  25 ( 9.5) なら  10 ( 3.8) 
が  4 ( 1.5) に比べて  6 ( 2.3) 
こそ  2 ( 0.8) も-ないが  1 ( 0.4) 
て  1 ( 0.4) どころか  1 ( 0.4) 
となると  1 ( 0.4) たって  1 ( 0.4) 
  は-だが    1 ( 0.4) 
明示  小計  217 (82.2) 明示  小計  149 (56.4) 
非明示  47 (17.8) 非明示  115 (43.6) 








が用いられる比較の傾向であることがわかる。表 12 に「ずっと」、表 13 に「はるかに」と
共起する比較対象の表示形式とそれぞれの用例数を示す。  
 



























                                                   
 
38 「ずっと」「はるかに」はいずれもそれぞれいくつかの用法をもつが、そのうち比較対象が何らかの
形で明示されている例のみを対象とした。「ずっと」全 790 例中 208 例、「はるかに」全 222 例中 149
例を対象とした。 
 
 X  Y 
形 式 用例数 形 式 用例数 
方が 65(31.3) より 139(66.8) 
は 32(15.4) に比べて 17 (8.2) 
被連体語 10 (5.0)   
が  6 (2.9) は 3 (1.4) 
も 2 (1.0) なら 2 (1.0) 
こそ 2 (1.0)   
て 1 (0.5)   
明示 小計 118(56.7) 明示 小計 161(77.4) 
非明示 90(43.3) 非明示 47(22.6) 
計 208(100) 計 208(100) 
 X  Y 
形 式 用例数 形 式 用例数 
方が 52 (34.8) より 106 (71.1) 
は 20 (13.4) に比べて 13 ( 8.7) 
が 10 ( 6.7)   
被連体語  5 ( 3.4) 
も  1 ( 0.7) 
明示 小計 88 (59.1) 明示 小計 119 (79.9) 
非明示 61 (40.9） 非明示  30 (20.1.) 
















































?? 新宿のあたりはいつもよりよほどネオンが明るい。  
?? 計算は見かけよりよほど手間どった。  
 
 「よほど」は「ずっと」や「はるかに」と比べて、「X」の方が表示されやすく、また、
「Y」も 264 例中 115 例(43.6%)が非明示であるが文脈から特定することが可能な具体的な
対象であった。さらに、「X」が表示される形式についてみると、特に「～の方が」という









 兄より｛たくさん食べろ／たくさん食べよう／たくさん食べますか｝。  





 兄より  *よほど｛たくさん食べろ／たくさん食べよう／たくさん食べますか｝。  
    〇?ずっと  
  
このカメラより  *よほど   安いカメラを｛買え／買おう／買いますか｝。  










































































































（  ）で数を示す。 
 











｛いい(28) おもしろい(6) 楽しい(3) うまい  えらい  すごい  おいしい  詳しい  わかりやす
い  てっとり早い  （文化度が）高い  （レベルが）低い  （スケールが）大きい  // 悪い(3) 
むずかしい(3) ひどい  うるさい  きたならしい  危なっかしい  疑わしい   
ましだ(15) 簡単だ(7) 楽だ(5) 自然だ(4) 大事だ(3) 粋だ  きれいだ  素敵だ  上等だ  立派
だ  幸福だ  正常だ  確実だ  有意義だ  健全だ  無難だ  現代的だ  生産的だ  効率的だ  スマ
ートだ // 苦痛だ  面倒だ  退屈だ  無駄だ  ぜいたくだ  苛酷だ  危険だ  アンフェアだ    
意義がある(3) 含蓄がある  夢がある  可能性がある  見ごたえがある  スリルがある    
すっきりしている  気が利いている  理にかなっている  見事に説明している  若々しい精
神構造を保っている  役にたつ  頼りになる  時間短縮になる  刺激になる  興味をそそる  
生きがいを感じる  おどろきに値する  リラックスできる  話として納得できる  充実感を
味わうことができる  // 劣っている  （常識から）ずれている  世話が焼ける  








{多い 少ない 細い 大きい 小さい 高い 明るい 暗い 広い 狭い 甲高い （上背が）ある 














































り X のほうがよほど A だ」という比較構文において主観的評価的な状態性をもつ語と結び
つき、「X」と「Y」の程度差が「大」であることをあらわす。この程度差が「大」である
ことをあらわす点は４．３でも比較検討してきた「ずっと」「はるかに」と共通している。 











「X は Y より〈程度副詞〉A」というとき、  
 ・もっと類：「Y も A である」という前提を必要とする …さらに いっそう  
 ・ずっと類：「Y も A である」という前提を必要としない …はるかに 断然 よほど  
 ・多少類 ：「Y も Y も～A である」ことを発話の結果として含意する  









由紀子(1998)では、《もっと類》と《ずっと類》との違いを「X は Y より〈程度副詞〉A」
とした場合に「Y も A である」という前提を必要とするかしないかという点で区別してい
た。この点、「よほど」も「ずっと」「はるかに」も「Y も A である」という前提を必要と
しない、すなわち、「Y」は「A」に該当する場合もしない場合もある、ということで共通

























    ? マクドナルドは、山本より｛よほど／よっぽど｝年上であったが、……  
 
 一方、「よほど」には、「Y は A ではない」、という前提のもとで「X の方が」と一方が
選択的に「A」だと評価される例が目立ち、現代では「よほど」の強調形とされることが
多い「よっぽど」の形 41であらわれる場合にその傾向が強い。次の例では、点線部分から















































 まず、先行研究の渡辺実(1987)で、「X は Y よりよほど A だ」とモデル化されている本
用法であるが、比較対象のあらわれ方をみると、「X」が文の中に明示される割合は高いも
のの、「X は」の形であらわれる例は 264 例中わずか 25 例（9.5％）にすぎず、「X」が文
脈から明らかであるなどなんらかの理由で明示されない場合(47 例)をのぞくと、「X の方が」
の形（184 例）がそのほとんどを占める。これは、「ずっと」や「はるかに」と比較しても





































































Y（なんか・など）より  X（の）ほうが よほど （主観的・評価的形容詞）。  
                          無標形式の終止述語 
  ［比較対象］      ［比較対象］        ［評価判断］  
  
◆構文の形式的特徴  




 ⇒一方を積極的に選択して評価する比較判断に用いられる  













うな比較評価判断の中で、比較対象である X と Y の差は発話者の意識においては大きく、








・よほど 意志動詞  ないと、    無意志的な事態（意味的にマイナス事態）。 
なければ、    評価｛だめだ・困る｝ 
・         するには、よほど 意志動詞｛ないと／なければ｝いけない。 




















・よほど 意志動詞   ないと、    無意志的な事態（意味的にマイナス事態）。 
なければ、   評価｛だめだ・困る｝ 
・         するには、よほど 意志動詞｛ないと／なければ｝いけない。 
                        必要がある。 
 
《例外提示用法》 
・よほど（形容詞）＋名詞 ない限り、 傾向・習慣・事実（意味的に中立な事態）。 
       無意志動詞   なければ   評価｛大丈夫だ・心配することはない｝。 
               以外は 




















































 表 14 であげた否定条件節の形式のうち、「ないといけない」「なければならない」などの
分析的形式を除くと、共起する用例数は、「ないと（59 例）」「ない限り（46 例）」「なけれ




 「ないと」と共起する用例には、否定条件に前接する語に動詞 42 例、形容詞 6 例、名
詞 10 例と圧倒的に動詞が多く、中でも意志動詞が多くを占める。主節は意味的にマイナ
スの事態に偏り、評価をあらわす語の場合も同様、「だめだ」「困る」などの意味的にマイ

















  36 
(11) 
  13 
( 4) 
  2 
 2 
 ( 1) 
























 一方、「ない限り」と共起する用例には、前接する語に名詞 16 例、意志動詞 11 例、無







 A： よほど 意志動詞 ＋ ないと、   意味的にマイナスの事態  
                       評価（だめだ／困る）  
 
 
 B： よほど (形容詞)＋名詞 ＋ ない限り、 意味的に中立的な事態  
        無意志動詞          評価（大丈夫だ／心配することはない） 
 
































































































（従属節の述語）   従属節（否定条件節）      主節 
 意志動詞   … 求められる《手段》の欠如   ―  望まれる事態の 
 (※多い)                                               ｛非実現／不可能｝ 
 
 無意志動詞                       








































































































                                                   
 





























特に量的に目立ったものには（ ）で数を示す。  
 
【成果に関わる意志的行為】  
｛頑張る(3) 踏ん張る  努力する  調査する  注意する  一心になる  遠走りする  しっかりす
る(6) きりっとする  気をつける(6) その気でいる  すばやく動く  早く行く  慎重に考え
る  注意深く確かめる  注意深く見守る  意識的に選択する  丁寧にする  しっかり躾ける  
熱心に口説く  考えてつくる  かわいがってやる  （ボールを）きっちり打つ  巧妙に身を






































































・よほど  意志動詞 ＋  ないと、    意味的にマイナスの事態  
            なければ、  評価｛駄目だ・困る｝  
           否定条件形式  
    ［必要性のある行為］（の欠如） ［望ましくない事態の生起］  
 
・  （望む事態）するには、よほど 意志動詞｛ないと／なければ｝いけない。  
                       必要がある。  
                       必要形式  
     ［目的］         ［行為の必要性］  









 ⇒必要判断に用いられる  
 
 ◆状態性をもつ語  
・状態的な修飾をうける、あるいはそれ自体が状態性を含む意志動詞。 













・よほど（形容詞）＋名詞 ない限り、 傾向・習慣・事実（意味的に中立な事態）。 
     無意志動詞   なければ   評価｛大丈夫だ・心配することはない｝。 
             以外は 





接知事室に運ばれる。（毎日新聞 95.05.17）  

















４．５．２ 構文の形式的特徴 ④否定条件節との共起 
４．５．２．１ 共起する否定条件の形式 
 「よほど」と共起する否定条件の形式の用例数の全体は４．４．２．１の表 14 で示した
とおりである。このうち、「ないといけない」「なければならない」など〈必要～義務〉を
あらわす分析的な形式と、それらを形成する否定条件の形式は主に《必要判断用法》に偏









 A： よほど 意志動詞 ＋ ないと、   意味的にマイナスの事態  
                       評価（だめだ／困る）  
 
 B： よほど (形容詞)＋名詞 ＋ ない限り、  意味的に中立的な事態  
        無意志動詞          評価（大丈夫だ／心配することはない） 
 
 そして、《必要判断用法》の典型である A のタイプについては、すでに４．４で詳述し





















































c ) プラスの評価：（大丈夫だ／心配することはない）  
(157) 吸気系のエアクリーナーが汚れていると空気の通りが悪くなり、燃費に影響を及ぼす































なもの以外は、直接知事室秘書課に運ばれる。（毎日新聞 95.05.17）  
 































































｛すぐれた句だ かたい枕だ ひどい汚れだ 不審なものだ 特殊なものだ マニアックなも
のだ 贅沢なことだ 特別な場合だ フォーマルなときだ 鈍感な医者だ 立派な男だ 我
の強い者だ 見苦しい醜女だ 感覚の鋭敏な人だ 余裕がある人だ 出来がすぐれている
ものだ 気に入った場所だ 田舎っぺだ 下層出身者だ 病弱だ 危険だ（家が）近い 
 変わっている 体に悪い太り方をしている 親しい人が関係している 評判になる 病変































４．５．５ 用法の広がり 例外提示～例外否定へ 
４．５．５．１ 肯定条件形式と共起する場合 
 「よほど」が《例外提示用法》として用いられる場合は「ない限り」を中心に否定の形


























































・よほど  (形容詞) + 名詞   ＋ ない限り、   意味的に中立的な事態  
     無意志動詞         以外は、    評価｛大丈夫だ・心配することはない｝  
     ［ある特徴づけ］（の除外）     ［標準～安心］  
 
・             のは、よほど  （形容詞）＋名詞 に限られる。  




















































【否定条件節の形式】    ないと←―なければ―→ない限り  
【条件節に前接する語】   意志動詞←―――――――→無意志動詞・形容詞・（形容詞＋）名詞 




























４．６．２ 構文の形式的特徴 ⑤意志・願望形式との共起 
４．６．２．１ 共起する意志・願望形式 
 共起する意志・願望形式は、実際には「～しようと思った」「～したかった」と過去をあ





 よほど  意志動詞 しようかと思った  が／けれど、 （事態の不実行の描写）。 
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あるのは 56 例中 13 例であり、多くは現在（発話時）のものであった。）さらに、「いっそ」
は意志・願望を中心に、それ以外にも勧誘、依頼、命令、提案等のはたらきかけに関わる
形式とも幅広く共起する 44。つまり、「いっそ」は意志・願望その他、未来を志向すること
                                                   
 
44 本稿では、さらに詳しくは触れないが、「いっそ」には表 16 にあげた形式と共起するもののほか、仮











  5 
   2 
  7 
   1 
  3 






してもいい   5  
 








  8 
   2 
   1 
  1 
  6 
  4 




省略    5   5 































































｛言ってやる(4) 怒鳴ってやる  脚を蹴とばしてやる  無視してやる  （お巡査さんに）引き渡
してやる  一滴入れてやる  歌ってやる  呼んでやる  言ってあげる (2) 声をかけてあげる  
／  お断りする  （「できない」と）言ってしまう  前言を翻す  （～に）確認してみる  頼む  
予告しておく  答える  お耳にいれる  辞退する  席を立つ  帰る(2) 車を降りる  食事をとる  






｛死んでしまう (7) 盗んでしまう  かたづけてしまう  手放してしまう  さらけだしてしまう  
破いてしまう  引き裂いてしまう  捨ててしまう  ぶちこわしてしまう  鬼になってしまう  















尼になってしまう  奥さんにしてしまう  （香港へ）飛んでしまう  黙って行ってしまう  ／
死んでやる(2) （会社を／部を）やめてやる(2) 見せてやる  両極端をやってみる  来る(3) 
帰る(2) 死ぬ(2) 世を捨てる  一家心中する  討伐する  噛みちぎる  絞め殺す  断ちきる  あ
きらめる  店をたたむ  結婚する  白状する  泣き出す  黙って入る  なかったことにする  






 まず、「よほど」は形式的な面で「～てやる」（11 例）「～てあげる」（3 例）などの人に
対して影響を及ぼす行為であることをあらわす補助動詞を伴う例が目立つ（全 35 例中 14
























































よほど   意志動詞  しようかと思った   が／けれど、  （事態の不実行の描写） 。          
したかった。      しかし、        
                   意志・願望の過去    逆接表現 
































【変化量】8 例  
軽くなる 重くなる よくなる 少なくなる 易しくなる 楽になる  
（屈辱の念が）薄れる （光が）薄れる  


















【時間量】5 例  
かかる(2) たつ する（してから） 前から  












【空間量】2 例  














































                                                   
 
46 次の作者による次の作品である。作者の生年と作品の発表年を示す。（井伏鱒二 (1898 生 )「黒い雨」
（1965（『姪の結婚』））／壷井栄 (1899 生 )「二十四の瞳」1940／石坂洋二郎 (1900 生)「石中先生行状記」
1949／海音寺潮五郎(1901 生 )「おどんな日本一」1966／竹山道雄(1903 生 )「ビルマの竪琴」1947-1948
／福永武彦(1918 生 )「草の花」1954／阿川弘之(1920 生 )「山本五十六」1965／司馬遼太郎 (1923 生)「国






〇その他 7 例（うち 1 例は省略による。）  
 その他 7 例についてはまとめることが難しく、上にあげた例とともに第５章の通時的な
考察をふまえて５．５で再度触れるため、ここでは詳述しない。  
 















(198) バスは夜の高速道路を｛かなりの／相当の／??よほどの｝スピードで突っ走った。  






 表 17：現代語の形態別用例数（「よほどの」「よっぽどの」）（表２再掲）  
よほどの  よっぽどの  計 












よほどの （状態性）名詞 らしく、     （既実現の事態）  。 
 （既実現の事態） 。よほどの （状態性）名詞 なのだろう。 
   







よほどの （状態性）名詞 が／で ないと  （マイナスの事態）。 
 























































叙法形式  共起する用例数  
名詞  形容詞  動詞  計  
のだろう 
 のだ 
 のか  
 のかもしれない 
  5 
  4 
  
  1 
   1 
  2 
  1 
   6 
   6 
   1 
   1 
       計        14 
叙法形式  共起する用例数   




  5 
   
   2 
 1 
   7 
   1 
   5 
計           13 
 にちがいない  
 だろう  
 か  
 と思う  
 はずだ  
  4 
  5 
  3 
  1 
 
    4 
  2 
  2 
 
  1 
   8 
   7 
   5 
   1 
   1 





































































































































































































  36 
(11) 
  13 
( 4) 
  2 
 2 
 ( 1) 






























【否定条件節の形式】    ないと←―なければ―→ない限り  
【条件節に前接する語】   意志動詞←―――――――→無意志動詞・形容詞・（形容詞＋）名詞 
【主節の内容】   マイナス事態・評価←――――――→中立的な事態・プラス評価  
 
 「よほどの」と共起する否定条件節の形式には「ない限り」が圧倒的に多いことは先に
示した。また、従属節である否定条件に前接する語についてみると、表 19 の 98 例中 55
例が「よほどの N が｛ない限り／ないと／なくては｝～」という名詞 N の非存在をあら



























締め期以外は買収資金の調達も容易だ。（毎日新聞 95.08.08）  
 
 また、「よほどの」が直接かかる名詞は次のようなものである。  
 
  ｛物好き  へそまがり  バカ  ヘビーユーザー  年寄り  チャンスボール  山奥  大雨  悪天
候  情勢変化  怠慢  失策  違法行為  ／  こと (36) 事情 (2) 用事 (2) 事件 (2) 出来事  






























































































































































































































５．２ 近世後期以前の「よほど」  
５．２．１ 辞書における記述 
 『日本国語大辞典』第 2 版(2000~2002)には「よっぽど」「よほど」の項にそれぞれ次の
ような記述がある。  
 
 よっぽど 49（「よきほど」の変化した語。「余程」は江戸時代以降のあて字）  






  《副》①よい程度に。ほどよく。ちょうどよく。  
      ②ほとんどそれに近いさま。おおよそのところ。だいたい。おおかた。  
      「昭襄王からはよっほと百余年であらうぞ」（史記抄(1477)五・秦始皇本紀） 
     ③かなりの程度であるさま。ずいぶんに。相当に。  
      「この四つのあしき覚悟のなきはよっぽど仁の道なれども、まだ向上にはい
たらぬぞ」（春鑑抄(1629)仁）  
      「其の儒者に比べては、出家の方がよっぽど広い」（古道大意(1813)上）  
      「手めへから了簡つけてよっぽど勘弁せねばならねへ」（滑稽本・浮世床
(1813-23)初・中）                      (p.650) 
 
 よほど 50 
  《副》①よい程度に。ほどよく。頃合いに。  
       「迦楼の色の衣をかけて大路持鉢してとをらるるをせいは仏とよほと同ほど
なり」（玉塵抄(1563)三二）  
      「当年ほど瓜の見事に出来た事は御座らぬ。是は、よほど色付た」（虎寛本狂
言・瓜盗人（室町末－近世初））  
     ②かなり。相当。ずいぶん。たいそう。非常に。  
      「悟のよほどいた人の衣の上に花がたまらいでちりてをちたぞ」（玉塵抄
(1563)一八）  
      「やあ、よほと持た。さあ又汝もて」（狂言記・荷文(1700)）  









































(1) 適当な時期を表す  
夜よきほどにて、みな帰る音もきこゆ（蜻蛉）  
(2) 適当な程度を表す  
※物事の兼ね合い、調和にかかわる程度のありようがめだつ  
    宰相の君の、……丈だちよきほどに、ふくらかなる人の、（紫式部日記）  




































































 近世後期においても「よっぽど」と「よほど」という形態の違いはみられる。表 21 とし
て先に３．２．２であげた表３を再掲する。 
 
 表 21：近世後期の形態別用例数（「よほど」「よっぽど」）（表３再掲）  
 よっぽど  よほど  計 








































































































































































































































 以上、現代語には用いられにくい 1 つのタイプとして既定の状態や事態に広く用いられ
る場合があることをみた。  






















































































































































































































































(255) 弥次「かん平は三十に、なるやならずにしにやした  てい主「ハアそれはおちからおと
し。おかる樣は  弥二「ずいぶん達者でゐます（東海道中膝栗毛）  
 


















































語については補足や現代語の解釈を（ ）に示す。  
 
【評価的なもの】  
（体の調子が）よい  （えんぎが）いい  きりょうがよい  おもしろい  徳だ（立派だの意） 上手
だ  ましだ  たけだけしい（ずぶとい） 意地が悪い  むしがいい  手まえ勝手だ  利口なやつだ  の
ろい男だ  博識な者だ  勘定高な人だ  あつかましいやつらだ  人がらよき女郎だ  惚処のない女
だ  ちえのない男だ  灰汁のぬけた人だ  よく出来たおかしい子だ  愛くるしいかわいらしい子だ  






























































































 時間量をあらわす例が 6 例、空間量（距離）をあらわす例が 8 例で、どちらとも解釈し

































































 最後に、その他、無意志動詞をまとめてあげる。  
【その他】  
うき名がたつ  いきつく（身代が尽きるの意）  （目方が）ある  （似ているところが）ある  ふ

























































































































 比較対象を伴って用いられる例は 6 例見られたが、そのうち現代語の用法の典型に近い














































































































































































































  表 22：近代語の形態別用例数（「よほど」「よっぽど」）（表４再掲）  
 よっぽど  よほど  計 
明治期    200  296  496 






23 に示す。数字は該当する用例数であるが、近世後期（105 例）、明治期（496 例）、大正
期（323 例）、昭和戦後（1005 例）と対象とした用例数にばらつきがあるため、それぞれ









表 23：近世後期から現代までの各用法の用例数と割合の変化  







  5 ( 4.8%) 
  4 ( 3.8%) 
  3 ( 2.8%) 
  0 ( 0 %) 
  0 ( 0 %) 
 93 (88.7%) 
 102 (20.6%) 
 105 (21.2%) 
  29 ( 5.8%) 
   0 ( 0 %) 
   8 ( 1.6%) 
 252 (50.8%) 
84 (26.0%) 
 41 (12.7%) 
  33 (10.2%) 
   5 ( 1.5%) 
  13 ( 4.0%) 
 147 (45.6%) 
478 (47.6%) 
 260 (25.9%) 
 120 (11.9%) 
  76 ( 7.6%) 
  35 ( 3.5%) 
  36 ( 3.6%) 
    計 105  496  323 1005 
 
 表 23 から、現代語の５つの用法それぞれの割合が現代語に至るにつれて高くなる傾向に
あり、定着していくことが読みとれる。５つの用法をあわせた割合は、近世後期の資料に






























d)単純強調のみであった用法が、明治時代にかけて約半数になるとともに、先の a) b) c) 3 つの用法と
e)疑問表現（本稿ではたてていない）、 f)仮想表現（本稿の《意志不実行用法》に対応）に広がり、その





















 表 24：近世後期から現代までの５つの用法以外の使用に注目した用例数と割合の変化  
 近世後期  明治期  大正期  昭和戦後(現代) 
５つの用法の合計   12 (11.4%)  244 (49.2%)  176 (54.4%)  969 (96.4%) 
上記用法以外の使用  
基準あり 56 （変化量） 
      （相違量） 
      （時間量） 
      （空間量） 
      （その他） 
 
  7 ( 6.7%) 
  0 ( 0 %) 
  7 ( 6.7%) 
  9 ( 8.6%) 
  70 (66.7%) 
  
  24 ( 4.8%) 
   9 ( 1.8%) 
  53 (10.7%) 
  11 ( 2.2%) 
 155 (31.3%) 
 
  41 (12.7%) 
  17 ( 5.3%) 
   9 ( 2.8%) 
   8 ( 2.5%) 
  72 (22.3%) 
 
 12 ( 1.2%) 
  4 ( 0.4%) 
   6 ( 0.6%) 
   2 ( 0.2%) 
  12 ( 1.2%) 




  変化量：［以前より］Adj｛く／に｝＋なる  V てくる  変わる  変化をあらわす動詞  
  相違量：［ ～と］違う 異にする  かけ隔てる  離れる  
  時間量：経つ  かかる  過ぎる まわる  続く  間がある  ／｛前  以前 昔｝から  後に  
  空間量：（距離が）ある  いく  くる  離れる  
                             







 また、表 24 は用例数全体に対するそれぞれの割合を示したものであるため直接読み取
りにくいが、５つの用法以外の使用の動向に注目すると、表 24 でとりだした「変化量」「相
違量」「時間量」「空間量」をあわせたものが５つの用法以外の使用全体に占める割合は、


























































































































































































































｛怠け者だ  道楽者だ  剽軽者だ  愚者だ  正直者だ  変人だ  卑劣な方だ  気楽な人だ  妙な男
だ  苦労性の方だ  男らしくない性質だ  度胸のない方だ  欲のない男だ  負け惜しみの強い
男だ  趣味の低い人だ  話せない奴だ  呑気だ  馬鹿だ  無学だ  愚かだ  薄野呂だ  間ぬけだ  
意地張りだ  剛情張りだ  物数寄だ  主人思いだ  物覚えがわるい  法螺が上手だ  変わって
いる  どうかしている  焼きがまわっている  耄碌している  妙な真似をしている  人が悪く





























































る比較判断であるという特徴があった。さらに、比較判断の内容（X と Y の関係）自体が
一般常識や相手の主張といった先行文脈に反するもので、それをあえて主張する状況で用
いられやすいことを述べた。  
 近世後期に遡ると、「よほど」が比較対象が表示される構文で用いられる例は 105 例中 6
例（5.7%）とわずかであり、そのうち現代語の《比較評価判断用法》の特徴であった、比
較判断自体が一般常識や相手の主張といった先行文脈に反するという評価的な面をもつと


































































このことは、比較対象のあらわれ方の違いという点からも確認できる。「X は Y よりよ
ほど A だ」「Y より X の方がよほど A だ」という関係にある「X」と「Y」のあらわれ方を








表 25：現代語の「よほど」と共起する比較対象の表示形式と用例数  
 X  Y 
形式  用例数  形式  用例数  
方が  184 (69.7) より  129 (48.9) 
は  25 ( 9.5) なら  10 ( 3.8) 
が  4 ( 1.5) に比べて  6 ( 2.3) 
こそ  2 ( 0.8) も-ないが  1 ( 0.4) 
て  1 ( 0.4) どころか  1 ( 0.4) 
となると  1 ( 0.4) たって  1 ( 0.4) 
  は-だが    1 ( 0.4) 
明示  小計  217 (82.2) 明示  小計  149 (56.4) 
非明示  47 (17.8) 非明示  115 (43.6) 





















表 25 から、現代語においては比較対象は「Y より X の方がよほど～だ」という関係に
おいて「X」が明示される割合が高く、特に「～の方が」という形式で表示されやすいこ
 X  Y 
形式  用例数  形式  用例数  
方が 46 (43.8) より 73 (69.5) 
は 18 (17.1) に比べて 8 ( 7.6) 
が 3 ( 2.9) なら  5 ( 4.8) 
でも  2 ( 1.9) からみると  1 ( 0.9) 
では  1 ( 0.9) じゃ   1 ( 0.9) 
と  1 ( 0.9)   
被連体 N  1 ( 0.9) 
φ  1 ( 0.9) 
明示 小計 73 (69.5) 明示 小計 88 (83.8) 
非明示 32 (30.5) 非明示  17 (16.2) 




とがわかる。これは、「よほど」が用いられる比較が、比較判断の内容（X と Y の関係）
自体が先行文脈に反するもので、それをあえて主張する状況で用いられやすく、一方を積
極的に選択して評価する比較判断であることのあらわれであると考えられる。  
 一方、表 26 をみると、明治期においては「Y より X の方がよほど～だ」という関係に
おいて「Y」が明示される割合が高く、現代語とは異なる。これは、明治期にも、現代と






























































明治期に 496 例中 9 例（1.8 %）、大正期には 323 例中 17 例（5.3%）といったん増える傾







































接知事室秘書課に運ばれる。（毎日新聞 95.05.17）（例(159)再掲）  
 
 近世後期の資料においては、この２つのタイプのうち、《必要判断用法》につながると思




































































































る用例全体に占める割合の推移をみても、明治期に 496 例中 8 例（1.6%）、大正期には 323

































































































表 27：近世～近代の程度をあらわす副詞の用例数  
 近世後期  明治期  大正期  
2.58 MB ／1MB 9.7MB ／1MB 14.8MB ／1MB 
  おおきに／おおいに  
だいぶ  
よほど  









  70 
 60 
  48 
 18 
   4 
  0 
   0 
   0 
  77 
  31 
  27 
  23 
  19 
  7 
   2 
   0  
   0 
   0 
  371 
  615 
  496 
   42 
451 
  0 
   62 
  325 
 51 
    8 
  38 
  63 
  51 
   4 
  46 
   0 
   6 
  34 
   5 
   1 
  226 
  326 
  323 
   90 
  547 
    0 
   58 
  318  
  573 
   50 
  16 
  22 
  22 
   6 
  37 
   0 
   4 
  21 
  39 







































 以上、現代につながる「よほど」の意味と用法の変化とその要因について述べた。  
 









【変化量】8 例  
軽くなる  重くなる  よくなる  少なくなる  易しくなる  楽になる  （屈辱の念が）薄れる 
（光が）薄れる 

























【時間量】5 例  
かかる(2) たつ する（してから） 前から 

































































































































































                  推定形式 
    ［推定内容（事態の原因・事情）］      ［推定根拠］ 
 
・ （既実現の事態の描写） 。よほど（感情・心情をあらわす形容詞）のだ（ろう）。 
                              説明（推量）形式 
    ［説明される対象］    ［説明内容（事態の原因・事情）］ 
 
例１）焼跡の上の人々は、余程熱いらしくしばしば汗をぬぐっている。（永遠なる序章） 









Y（なんか・など）より  X（の）ほうが よほど （主観的・評価的形容詞）。  
                          無標形式の終止述語 











較評価判断の中で、比較対象である X と Y の差は発話者の意識においては大きく、「よほ




 Ⅲ《必要判断用法》  
・よほど  意志動詞 ＋  ないと、    意味的にマイナスの事態  
            なければ、  評価｛駄目だ・困る｝  
            否定条件形式  
    ［必要性のある行為］（の欠如） ［望ましくない事態の生起］  
 
・  （望む事態）するには、よほど 意志動詞｛ないと／なければ｝いけない。  
                       必要がある。  
                       必要形式  













 Ⅳ《例外提示用法》  
・よほど  (形容詞) + 名詞   ＋ ない限り、   意味的に中立的な事態  
     無意志動詞         以外は、    評価｛大丈夫だ・心配することはない｝  
     ［ある特徴づけ］（の除外）     ［標準～安心］  
 
・             のは、よほど  （形容詞）＋名詞 に限られる。  




















  Ⅴ《意志不実行用法》  
よほど   意志動詞  しようかと思った   が／けれど、  （事態の不実行の描写） 。 
          したかった。     しかし、        
                    意志・願望の過去    逆接表現 


































































































































































































(370) TV 東京の「TV チャンピオン」が面白い。毎週さまざまな人々が登場してチャンピオ
ンを目指して大奮闘。よくぞここまで、と感心するマニア度。「インスタントラーメン通」
「少女マンガ通」など、いろんなものに精通している人がいる。下手なタレントよりオ



























































































 個別一回的な判断  
  既実現の事態 から 過去～現在の原因・事情の推定判断      …《推定判断用法》 
（現状）      彼はよほど疲れていたらしく、夕食もとらずに寝てしまった。 
     ↓        程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉〈意外性〉 
     ↓  
 多回的・習慣的な一般化された判断  
 （通常の状態として  現状否定 から 未来への必要判断      …《必要判断用法》 
ある現状）  六甲縦走路はよほど調査していないと道に迷うおそれがある。 
         程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉   
 
      現状肯定 から 標準からはずれる例外の提示  …《例外提示用法》  
              イギリスでは、よほど下層出身者でない限り、箸の使い方を知っている。 
          ↓        程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉 
      ↓ 
 時間性をもたない超時の判断  
 （相手の主張～一般常識という  
  より一般化された現状） に対して それに反する比較判断  …《比較評価判断用法》 
             遊園地より  家の前の空き地のほうがよほどおもしろい。 
               程度〈具体的な比較対象を基準として過度に「大」〉＋評価〈意外性〉                                               
                                               
  結果的に不実行に終わる事態の過去における意志願望      …《意志不実行用法》 
             頭にきてよっぽど文句を言ってやろうかと思ったが、我慢した。 
               程度〈「大」〉＋評価〈異常性〉 
 
 




































































 * なかなか上手に書こう。  
 * さいわい君が来てくれ。  












  さいわいチケットが手に入った。  








  べらぼうに    プラス評価  
  すこぶる     おもしろい   親切だ  
  なかなか    *おもしろくない  *不親切だ  
 
                     マイナス評価  
  ひどく      寒い 悪い  






   結構   おもしろい きれいだ 速い    …プラス評価に偏る  
        *つまらない  *きたない  *遅い  
 
   多少   *すなおだ  *安全だ   *頼もしい  














































































《推定判断用法》  ：「推定」を代表とする推量形式、「のだ」を含む諸形式との共起  
《比較評価判断用法》  ：比較構文自体が平叙文に限られる  
《必要判断用法》    ：否定条件節（「ないと」「なければ」）  
  必要をあらわす形式「なければならない」等との共起  
《例外提示用法》  ：否定条件節（「ない限り」）との共起  

















 「どうやら」：「推定」形式（らしい、ようだ、みたいだ、（し）そうだ）  























７．４ 現代語の「よほど」  










































   今の話はとても（非常に／はなはだ）面白い。…計量構文にたつ  →発見系 






 (一) ＸはＹよりよほどＡだ。      ⇒ 基本的用法 
(二) よほどＡと見えてＢだ。        （既実現） 〔現実／実現の可能性〕  
   (二) 'よほどＡでないとＢでない。          （未実現）   
   (二)"よほどＡならＢであり得る。                      
















 ・比較対象のあらわれ方  
  （「X は Y より A だ」という関係において「Y」よりも「X」の方が表示されやすく「X




























































  *あまり寒い。  
   あまり寒いと冷たい飲み物は売れない。  













































































  せっかく A だから B だ （せっかくここまで来たのだから  ニ三日泊ってお行き。）  
  せっかく A だが非 B だ （せっかくここまで来たのに  もう帰るのか。）  
において、事態 A を直接の評価の対象とするものでありながら、「せっかくここまで来た」




  なまじ Ph.D の肩書きなどを持っていると、民間企業でもなかなか雇ってもらえない。  
  彼女はさすが留学経験があるだけあって、英語の成績はトップだった。  
  どうせ買えないのだから、カタログを眺めていてもしかたがない。  
 小林可奈子(1992a)(1992b)では評価という見方はしていないが、従属節におさまらず主
節にも及ぶものや単文でも前後の他の文に依存するという特徴を「連接性」とよび、この
ような特徴をもつ副詞に注目している 61。  
 本研究はこれらの副詞の詳細な分析までは行えなかったが、「よほど」はこのような２























第８章 まとめと今後の課題  
 





 現代語の実例 1005 例にもとづいた実例分析の結果、典型として次のような構造でとり
だせる用法をみとめるに至った。第４章のそれぞれの節で明らかにした概略のみ示す。  
 
 Ⅰ《推定判断用法》  
  ・よほど（感情・心情をあらわす形容詞）らしく、（既実現の事態の描写） 。 
      ［推定内容（事態の原因・事情）］     ［推定根拠］ 
    例 彼はよほど疲れていたらしく、夕食もとらずに寝てしまった。 
 
  ・ （既実現の事態の描写） 。よほど（感情・心情をあらわす形容詞）のだ（ろう）。 
      ［説明される対象］     ［説明内容（事態の原因・事情）］ 
    例 人々はしばしば汗をぬぐっている。外はよほど暑いのだろう。  
 
 
 Ⅱ《比較評価判断用法》  
  Y（なんか・など）より  X（の）ほうが よほど  （主観的・評価的形容詞）。 
    ［比較対象］      ［比較対象］        ［評価判断］ 
    例 遊園地なんかより家の前の空き地のほうがよっぽどおもしろい。 
 
 
 Ⅲ《必要判断用法》  
  ・よほど  意志動詞 ＋   ないと、     意味的にマイナスの事態  
              なければ、  評価｛駄目だ・困る｝  
     ［必要性のある行為（の欠如）］  ［望ましくない事態の生起］   
    例 六甲縦走路はよほど調査していないと道に迷うおそれがある。  
 
  ・  （望む事態）するには、よほど  意志動詞｛ないと／なければ｝いけない。 
                         必要がある。  
       ［目的］         ［行為の必要性］ 
    例 この授業の単位をとるにはよほど勉強しないといけない。  
 
 
 Ⅳ《例外提示用法》  
  ・よほど   (形容詞) + 名詞    ＋  ない限り、    意味的に中立的な事態  
       無意志動詞          以外は、    評価｛大丈夫だ・心配することはない｝  
      ［ある特徴づけ（の除外）］     ［標準～安心］  






  ・             のは、よほど  （形容詞）＋名詞 に限られる。  
      ［標準でない事態］        ［ある特徴づけ］  
    例 彼女が黙りこむのはよほど機嫌がわるいときに限られていた。  
 
 
 Ⅴ《意志不実行用法》  
  よほど    意志動詞  しようかと思った    が／けれど、  （事態の不実行の描写） 。 
            したかった。       しかし、        
       ［過去の意志・願望］               ［意志・願望の不実行］ 

















はじめるとされる近世後期から近代の実例（近世後期（江戸語）105 例、明治期 496 例、



























 個別一回的な判断  
  既実現の事態 から 過去～現在の原因・事情の推定判断      …《推定判断用法》 
（現状）      彼はよほど疲れていたらしく、夕食もとらずに寝てしまった。 
     ↓        程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉〈意外性〉 
     ↓  
 多回的・習慣的な一般化された判断  
 （通常の状態として  現状否定 から 未来への必要判断      …《必要判断用法》 
ある現状）  六甲縦走路はよほど調査していないと道に迷うおそれがある。 
         程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉   
 
      現状肯定 から 標準からはずれる例外の提示  …《例外提示用法》  
              イギリスでは、よほど下層出身者でない限り、箸の使い方を知っている。 
          ↓        程度〈通常程度を基準として過度に「大」〉＋評価〈異常性〉 
      ↓  
 時間性をもたない超時の判断  
 （相手の主張～一般常識という  
  より一般化された現状） に対して それに反する比較判断   …《比較評価判断用法》 
             遊園地より  家の前の空き地のほうがよっぽどおもしろい。 
               程度〈具体的な比較対象を基準として過度に「大」〉＋評価〈意外性〉                                               
                                               
  結果的に不実行に終わる事態の過去における意志願望        …《意志不実行用法》 
             頭にきてよっぽど文句を言ってやろうかと思ったが、我慢した。 




















































































































































































工藤浩(2000)「副詞と文の陳述的なタイプ」『日本語の文法３  モダリティ』岩波書店，  
        pp.161-234 
工藤浩(2005)「文の機能と叙法性」『国語と国文学』82-8，東京大学国語国文学会，  






























































































    教育科学研究会・国語部会，pp.4-10 
飛田良文・浅田秀子(1994)『現代副詞用法辞典』第６版  東京堂出版  
前田直子(2009)『日本語の複文』くろしお出版  
松井栄一(1977)「近代口語文における程度副詞の消長―程度の甚だしさを表す場合―」『松
村明教授還暦記念  国語と国文学』明治書院，pp.737-758 
松木正恵(1996)「「とみえる」の表現性―「らしい」との比較を通して―」『表現研究』  


































版 1991］（増補版に追加された）  
渡辺実(1949)「陳述副詞の機能」『国語国文』18-1，京都大学文学部国語学国文学研究室，
pp.1-26 
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Leisi, Ernst (1953) Der Wortinhalt : seine Struktur im Deutschen und Englischen. 
Quelle & Meyer. ［邦訳：鈴木孝夫訳(1971)『意味と構造』研究社出版］（邦訳を
参照）  
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Quirk, Randolph. Greenbaum, Sidney. Leech, Geoffrey. and Svartvik, Jan. (1985) 8.The 
semantics and grammar of adverbials. A Comprehensive Grammar of the 
English Language. Longman. pp.478-653 


















■現代語資料（昭和戦後 1945 年～） 
・『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』（新潮社 1995）より以下 39 冊 55 作品  
【小説】  
著者名  生年  書名  発行年  作品名・発表年ほか 
赤川次郎  1948 『女社長に乾杯 !』  1984 「女社長に乾杯！」1982 
阿川弘之  1920 『山本五十六』  1973 「山本五十六」1965 
安部公房  1924-1993 『砂の女』  1981 「砂の女」1962 
有吉佐和子  1931-1984 『華岡青洲の妻』  1970 「華岡青洲の妻」1966 
池波正太郎  1923-1990 『剣客商売』 1985 「剣客商売」1972 
石川達三  1905-1985 『青春の蹉跌』  1971 「青春の蹉跌」1968 
井上ひさし 1934-2010 『ブンとフン』  1991 「ブンとフン」1970 
井上靖  1907-1991 『あすなろ物語』  1958 「あすなろ物語」1953 
井伏鱒二  1898-1993 『黒い雨』  1970 「黒い雨」1965（『姪の結婚』）  
遠藤周作  1923-1996 『沈黙』  1981 「沈黙」1966 
大江健三郎  1935 『死者の奢り・飼育』 1959 「飼育」1958／「死者の奢り」1957／「戦い
の今日」1958／「他人の足」1957／「人間
の羊」1958／「不意の唖」1958 
大岡昇平  1909-1988 『野火』  1954 「野火」1952 
開高健  1930-1989 『パニック・裸の王様』  1960 「巨人と玩具」1957／「裸の王様」1957／
「パニック」1957／「流亡記」1959 
北杜夫  1927 『楡家の人びと』  1994 「楡家の人びと」1964 
倉橋由美子  1935-2005 『聖少女』   「聖少女」1965 
沢木耕太郎  1947 『一瞬の夏』 1984 「一瞬の夏」1981 
椎名誠  1944 『新橋烏森口青春篇』  1991 「新橋烏森口青春篇」1987 
塩野七生  1937 『コンスタンティノープルの
陥落』  
1991 「コンスタンティノープルの陥落」1983 
司馬遼太郎  1923-1996 『国獲り物語』  1990 「国盗り物語」1963-1966 
曾野綾子  1931 『太郎物語』 1985 ・
1987 
「太郎物語」1973 
竹山道雄  1903-1984 『ビルマの竪琴』  1949 「ビルマの竪琴」1947-1948 
立原正秋  1926-1980 『冬の旅』  1973 「冬の旅」1968-1969 




筒井康隆  1934 『エディプスの恋人』  1981 「エディプスの恋人」1977 
壷井栄  1899-1967 『二十四の瞳』  1957 「二十四の瞳」1952 
新田次郎  1912-1980 『孤高の人』 1973 「孤高の人」1969 
福永武彦  1918-1979 『草の花』  1991 「草の花」1954 
星新一  1926-1997 『人民は弱し官吏は強し』  1978 「人民は弱し官吏は強し」1967 
松本清張  1909-1992 『点と線』  1971 「点と線」1957-1958 
三浦綾子  1922-1999 『塩狩峠』  1973 「塩狩峠」1966-1968 
三浦哲郎  1931-2010 『忍ぶ川』  1965 「帰郷」／「幻燈畫集」／「忍ぶ川」1960／
「初夜」1961／「團欒」1964／「恥の譜」／
「驢馬」1961 
三島由紀夫  1925-1970 『金閣寺』  1960 「金閣寺」1956 
水上勉  1919-2004 『雁の寺・越前竹人形』  1969 「越前竹人形」1963 
水上勉  1919-2004 『雁の寺・越前竹人形』  1969 「雁の寺」1961 




吉行淳之介  1924-1994 『砂の上の植物群』  1966 「樹々は緑か」1958／「砂の上の植物群」
1964 
渡辺淳一  1933 『花埋み』  1975 「花埋み」1970 
 
【エッセイ・ルポ】  
五木寛之  1932 『風に吹かれて』  1972 「風に吹かれて」1968 
藤原正彦  1943 『若き数学者のアメリカ』  1981 「若き数学者のアメリカ」1977 
 
・『CD-ROM 版 絶版の 100 冊』（新潮社 2000）より以下 29 冊 55 作品 
【小説】  
著者名  生年  書名  発行年  作品名・発表年ほか 
青山光二  1913-2008 『われらが風狂の師』 1987 「われらが風狂の師」1981 
有吉佐和子  1931-1984 『地唄』  1967 「黒衣」／「墨」／「地唄」1956／「人形浄
瑠璃」  
石川達三  1905-1985 『七人の敵が居た』  1984 「七人の敵が居た」1980 
石川達三  1905-1985 『人間の壁』 1961 「人間の壁」1957-1959 
石坂洋次郎  1900-1986 『石中先生行状記』  1953 ・
1956 
「石中先生行状記」1949 




伊藤整  1905-1969 『氾濫』  1990 「氾濫」1956-1958 
井上ひさし 1934-2010 『下駄の上の卵』  1982 「下駄の上の卵」1980 
井上靖  1907-1991 『射程』  1963 「射程」1956 
円地文子  1905-1986 『食卓のない家』  1982 「食卓のない家」1979 
大岡昇平  1909-1988 『ながい旅』  1986 「ながい旅」1982 
小川国夫  1927-2008 『或る聖書』  1977 「或る聖書」1973 
大佛次郎  1897-1973 『帰郷』  1952 「帰郷」1949 
大佛次郎  1897-1973 『宗方姉妹』 1954 「宗方姉妹」1950 






海音寺潮五郎  1901-1977 『おどんな日本一』  1978 「おどんな日本一」1966 
開高健  1930-1989 『新しい天体』  1976 「新しい天体」1974 
加賀乙彦  1929 『湿原』  1988 「湿原」1985 
梶山季之  1930-1975 『女の警察』 1981 「女の警察」1967 
源氏鶏太  1912-1985 『停年退職』 1965 「停年退職」1963 
椎名麟三  1911-1973 『永遠なる序章』  1958 「永遠なる序章」1948 
柴田翔  1935 『ノンちゃんの冒険』  1980 「ノンちゃんの冒険」1975 









壺井栄  1899-1967 『暦』   「暦」1940 
福永武彦  1918-1979 『死の鳥』  1977 「死の鳥」1971 
藤原審爾  1921-1984 『さきに愛ありて』  1985 「さきに愛ありて」1973-1977 
舟橋聖一  1904-1976 『雪夫人絵図』  1952 「雪夫人絵図」1948 
米谷ふみ子  1930 『過越しの祭』  1991 「遠来の客」1985／「過越しの祭」1985 
 





・『CASTEL/J』CD-ROM（日本語教育支援システム研究会）より「講談社新書」以下 37 冊 
【論説】  
著者名  生年  書名  出版社  発行年  
会田雄次  1916-1997 『日本人の意識構造』  講談社  1972 
合山究  1942 『故事成語』 講談社  1991 
飛鳥井雅道  1934-2000 『近代の潮流』  講談社  1976 
飯田経夫  1932-2003 『「ゆとり」とは何か』  講談社  1982 
井上昌次郎  1935 『睡眠の不思議』  講談社  1988 
井上忠司  1939 『まなざしの人間関係』  講談社  1982 
今津晃  1917-2003 『二十世紀の世界』  講談社  1974 
織田武雄  1907 『地図の歴史－日本篇』 講談社  1974 
加藤秀俊  1930 『パチンコと日本人』  講談社  1984 
河野友美  1929 『たべものと日本人』  講談社  1974 
金田一春彦  1913-2004 『日本人の言語表現』  講談社  1975 
黒井千次  1932 『働くということ』  講談社  1982 
桜井哲夫  1949 『手塚治虫』 講談社  1990 
品川嘉也  1932-1992 『全脳型勉強法のすすめ』  講談社  1987 
下川浩一  1930 『日本の企業発展史』  講談社  1990 
鷹羽狩行  1930 『俳句のたのしさ』  講談社  1976 
高尾一彦  1924 『近世の日本』  講談社  1976 
高田宏  1932 『エッセーの書き方』  講談社  1984 
千葉康則  1925 『記憶の大脳生理学』  講談社  1991 
都筑卓司  1928 『時間の不思議』  講談社  1991 
中川剛  1934 『憲法を読む』  講談社  1985 
中川剛  1934 『日本人の法感覚』  講談社  1989 
中村希明  1932 『酒飲みの心理学』  講談社  1990 
中村希明  1932 『犯罪の心理学』  講談社  1990 
中根千枝  1926 『タテ社会の人間関係』  講談社  1967 
中根千枝  1926 『タテ社会の力学』  講談社  1978 
中根千枝  1926 『適応の条件』  講談社  1972 
中原英臣・佐
川峻  
1945・1944 『進化論が変わる』  講談社  1991 




平野仁啓  1914 『日本の神々』  講談社  1982 
森清  1933 『選び取る「停年」』  講談社  1992 
山折哲雄  1931 『神と仏』  講談社  1983 
山田雄一  1930 『稟議と根回し』  講談社  1985 
吉岡郁夫  1932 『人体の不思議』  講談社  1986 
吉田寿三郎  不詳  『高齢化社会』  講談社  1981 
吉野裕子  1916-2008 『日本人の死生観』  講談社  1982 
米山正信  1918 『化学とんち問答』  講談社  1991 
 
・書籍より手作業で収集したもの 以下 72 冊  
【小説】  
著者名  生年  書名  出版社  発行年  刊行年・収録作品名・発表年ほか 




浅田次郎  1951 『地下鉄に乗って』  講談社  1999 「地下鉄に乗って」1995 





石原慎太郎  1932 『太陽の季節』  新潮社  1957 「太陽の季節」1955／「灰色の教室」
／「処刑の部屋」／「ヨットと少年」／
「黒い水」  
井上ひさし 1934-2010 『青葉繁れる』  文芸春秋  1974 「青葉繁れる」1973 
江國香織  1964 『こうばしい日々』  新潮社  1995 「こうばしい日々」 1990／「綿菓子」
1991 
遠藤周作  1923-1996 『女の一生』 新潮社  1986 「女の一生」1982 刊行（朝日新聞社）  
遠藤周作  1923-1996 『闇のよぶ声』  角川書店  1971 「 闇 の よ ぶ 声 」 （ 『 海 の 沈 黙 』 ）
1963-1964 
北方謙三  1947 『遠い港』  角川書店  1998 「遠い港」1991 刊行（講談社）  
佐藤正午  1955 『バニシングポイント』  集英社  2000 「バニシングポイント」1997 刊行  
沢木耕太郎  1947 『馬車は走る』  文芸春秋  1989 「馬車は走る」1986 








の短篇』1994 刊行）  
曾野綾子  1931 『テニス・コート』  角川書店  1986 「テニス・コート」1978-1979 
髙樹のぶ子  1946 『白い光の午後』  文芸春秋  1999 「白い光の午後」1991 
立原正秋  1926-1980 『その年の冬』 講談社  1984 「その年の冬」1980 










中島らも  1952-2004 『今夜、すべてのバ
ーで』  
講談社  1994 「今夜、すべてのバーで」1990 
南木佳士  1951 『医学生』  文芸春秋  1998 「医学生」1993 
乃南アサ  1960 『不発弾』  講談社  2002 「かくし味」 1994／「夜明け前の道」
1996／「夕立」1997／「福の神」1998
／「不発弾」1998／「幽霊」1998 
帚木蓬生  1947 『閉鎖病棟』 新潮社  1997 「閉鎖病棟」1994 刊行  
原田宗典  1959 『何者でもない』  講談社  1995 「クスコの引っ越し」（「翼はないけれど
も」改題）1990／「何者でもない」1992
／「一人芝居」1992 
松本清張  1909-1992 『砂の器』（上）（下）  新潮社  1973 「砂の器」1961 刊行  
三浦綾子  1922-1999 『ひつじが丘』  講談社  1980 「ひつじが丘」1965-1966 




ボール」2006 刊行  




湯本香樹美  1959 『ポプラの秋』  新潮社  1997 「ポプラの秋」1997 文庫書き下ろし 
米山公啓  1952 『エア・ホスピタル』 講談社  2000 「エア・ホスピタル」1997 刊行  








著者名  生年  書名  出版社  発行年  刊行年・収録作品名・発表年  
阿川佐和子ほか 『ああ、恥ずかし』  新潮社  2003 1994- 
生島治郎  1933-2003 『片翼だけの青春』  集英社  1989 1985 刊行  
石川達三  1905-1985 『生きるための自由』  新潮社  1981 1976 刊行  




五木寛之  1932 『生きるヒント』  角川書店  1994 1993 刊行  
江國滋  1934-1997 『日本語八ツ当り』  新潮社  1993 1989 刊行  
岸本葉子  1961 『幸せな朝寝坊』  文芸春秋  1998 （『近ごろの無常』）1994 刊行  
鷺沢萌  1968-2004 『ケナリも花、サクラも花』  新潮社  1997 1994 刊行  
佐藤嘉尚  1943 『伊能忠敬を歩いた』  新潮社  2001 2001 文庫書き下ろし 
佐野三治  不詳  『たった一人の生還－『たか
号』漂流二十七日間の闘い
－』 
新潮社  1995 1992 刊行  
佐野洋子  1938-2010 『がんばりません』 新潮社  1996 （『佐野洋子の単行本』）1985
刊行  
沢木耕太郎  1947 『馬車は走る』  文芸春秋  1989 1986 刊行  
沢木耕太郎  1947 『勉強はそれからだ  象が空
をⅢ』 
文芸春秋  2000 1993 刊行(1982-1992) 
塩野七生  1937 『イタリアからの手紙』  新潮社  1997 1972 刊行  
塩野七生  1937 『人びとのかたち』  新潮社  1997 1995 刊行  
椎名誠  1944 『時にはうどんのように』  文芸春秋  1998 1995 刊行  
城山三郎  1927-2007 『アメリカ生きがいの旅』  文芸春秋  1987 1983-1984 
曾野綾子  1931 『人びとの中の私』  集英社  1980 1977 刊行  




俵万智  1962 『りんごの涙』  文芸春秋  1992 1989 刊行  
辻仁成  1959 『そこに君がいた』  新潮社  2002 「そこに君はいた」 1994-1995
他書き下ろし 
土屋賢二  1944 『われ笑う、ゆえにわれあり』  文芸春秋  1997 1994 刊行  
土屋賢二  1944 『われ大いに笑う、ゆえにわ
れ笑う』  




永井明  1947-2004 『ぼくが医者をやめた理由』  角川書店  1998 1993 刊行  
畑正憲  1935 『ムツゴロウの博物誌』  文芸春秋  1975 1970 刊行  
原田宗典  1959 『笑われるかも知れないが』  幻冬舎  1997 1991-1996 
本田宗一郎  1906-1991 『私の手が語る』  講談社  1985 1982 刊行  
宮本輝  1947 『命の器』  講談社  1986 1980-1983 
素樹文生   『旅々オートバイ』  新潮社  2002 1999 刊行  
森瑶子  1940-1993 『非常識の美学』  角川書店  1995 1992 刊行(1990-1991) 
群ようこ 1954 『日常生活』 新潮社  1993 1993 文庫書き下ろし 
群ようこ 1954 『アメリカ居すわり一人旅』  角川書店  1991 （『アメリカ恥かき一人旅』）1987
刊行  
米山公啓  1952 『午前３時の医者ものがたり』 集英社  1995 1995 文庫書き下ろし 
 
【論説】  
著者名  生年  書名  出版社  発行年   
田勢康弘  1944 『政治ジャーナリズムの罪と罰』  新潮社  1996 1992-1994 
田中克彦  1934 『差別語からはいる言語学入門』 明石書店  2001 2001 
 
【対談集】  
沢野ひとし 1944 対談集『僕はやっぱり山と人が好き』  角川書店  1995 1987 刊行  
椎名誠  1944 対談集『ホネのような話』  角川書店  1994 1989 刊行  
司馬遼太郎  1923-1996 対談集『日本語と日本人』  中央公論新社  1984 1978 刊行  
城山三郎  1927-2007 『失われた志 対談集』  文芸春秋  2000 1993-1997 
田辺聖子  1928 『おせいカモカの対談集』  新潮社  1992 1981 刊行  
向田邦子  1929-1981 『向田邦子全対談』  文芸春秋  1985 1975-1981 
向田邦子  1929-1981 『森繁の重役読本』  文芸春秋  1993 1962-1969 
群ようこ 1954 群ようこ対談集『解体新書』  新潮社  1998 1995 刊行  














・『CD-ROM 版 明治の文豪』（新潮社）より以下 35 冊 
（発行年については CD-ROM 版に情報がなく調べがつかない。『明治の文豪』に収録され
た版による。）  
著者名  生年  書名  刊行年・収録作品名・発表年  
伊藤左千夫  1864-1913 『野菊の墓』 「野菊の墓」 1906／「浜菊」 1908／「姪子」
1909／「守の家」1912 
泉鏡花  1873-1939 『歌行燈・高野聖』  「歌行燈」1910／「国貞えがく」1910／「高野
聖」1900／「女客」1905／「売食鴨南蛮」1920 
泉鏡花  1873-1939 『婦系図』  「婦系図」1907 
尾崎紅葉  1867-1903 『金色夜叉』 「金色夜叉」 1897-1902／「続金色夜叉」／
「続続金色夜叉」／「新続金色夜叉」1903 














田山花袋  1871-1930 『田舎教師』 「田舎教師」1909 
田山花袋  1871-1930 『蒲団・重右衛門の最後』  「重右衛門の最後」1902／「蒲団」1907 
田山花袋  1871-1930 『生』  「生」1908 
長塚節  1879-1915 『土』  「土」1910 






夏目漱石  1867-1916 『二百十日・野分』  「二百十日」1906／「野分」1907 
夏目漱石  1867-1916 『彼岸過迄』 「彼岸過迄」1912 
夏目漱石  1867-1916 『硝子戸の中』  「硝子戸の中」1915 
夏目漱石  1867-1916 『草枕』  「草枕」1906 
夏目漱石  1867-1916 『虞美人草』 「虞美人草」1907 
夏目漱石  1867-1916 『行人』  「行人」1912 
夏目漱石  1867-1916 『抗夫』  「抗夫」1908 
夏目漱石  1867-1916 『こころ』  「こころ」1914 
夏目漱石  1867-1916 『坊っちゃん』  「坊っちゃん」1906 




夏目漱石  1867-1916 『それから』  「それから」1909 
夏目漱石  1867-1916 『三四郎』  「三四郎」1908 
夏目漱石  1867-1916 『道草』  「道草」1915 
夏目漱石  1867-1916 『明暗』  「明暗」1916 
夏目漱石  1867-1916 『門』  「門」1910 
夏目漱石  1867-1916 『吾輩は猫である』  「吾輩は猫である」1905-1906 
二葉亭四迷  1864-1909 『浮雲』  「浮雲」1887-1889 
二葉亭四迷  1864-1909 『其面影』  「其面影」1906 
二葉亭四迷  1864-1909 『平凡』  「平凡」1907 





森鴎外  1862-1922 『ヰタ・セクスアリス』  「ヰタ・セクスアリス」1909 
森鴎外  1862-1922 『雁』  「雁」1911-1915 









森鴎外  1862-1922 『青年』  「青年」1910 
 
【大正期】 
・『CD-ROM 版 大正の文豪』（新潮社）  
・『CD-ROM 版 新潮文庫の 100 冊』（新潮社）  
・『CD-ROM 版 絶版の 100 冊』（新潮社）より 以下 46 冊（重複する作品は調整済み） 
（発行年については CD-ROM 版に情報がなく調べがつかない。それぞれの CD-ROM に収
録された版による。）  










芥川龍之介  1892-1927 『河童・或阿呆の一生』  「或阿呆の一生」1927／「河童」1927／「玄
鶴山房」1927／「蜃気楼」1927／「大導寺
信輔の半生」1925／「歯車」1927 






芥川龍之介  1892-1927 『羅生門・鼻』  「芋粥」1916／「運」1917／「袈裟と盛遠」
1918／「好色」1921／「邪宗門」1918／「俊
寛」1922／「鼻」1916／「羅生門」1915 






芥川龍之介  1892-1927 『文芸的な、あまりに文芸的
な』 






芥川龍之介  1892-1927 『侏儒の言葉・西方の人』  「侏儒の言葉」1923-27／「西方の人」1927
／「続西方の人」1927 
有島武郎  1878-1923 『或る女』  「 或 る女 」 1919 （ 「 或 る女のグリンプス 」
1911-1913） 




有島武郎  1878-1923 『惜みなく愛は奪う』  「惜みなく愛は奪う」1917 
岩野泡鳴  1873-1920 『泡鳴五部作』  「断橋」1911／「憑き物」1917／「毒薬を飲
む女」1914／「発展」1911-1912／「放浪」
1910 
宇野浩二  1891-1961 『子を貸し屋』  「あの頃の事」1920／「子を貸し屋」1923／
「人心」1920／「一と踊」1921 










菊池寛  1888-1948 『父帰る・屋上の狂人』  「海の勇者」1916／「屋上の狂人」1916／
「敵討以上」／「義民甚兵衛」1920／「時勢
は移る」／「父帰る」1917／「真似」1924 
菊池寛  1888-1948 『真珠夫人』 「真珠夫人」1920 









倉田百三  1891-1943 『出家とその弟子』  「出家とその弟子」1916 
佐藤春夫  1892-1964 『都会の憂鬱』  「都会の憂鬱」1922 
里見弴  1888-1983 『多情仏心』 「多情仏心」1922 









島崎藤村  1872-1943 『嵐・ある女の生涯』  「熱海土産」1925／「嵐」1926／「ある女の
生涯」1921／「三人」1924／「食堂」／「伸
び支度」1925／「分配」1927 
島崎藤村  1872-1943 『家』  「家」1910-1911 
島崎藤村  1872-1943 『海へ』  「海へ」  
島崎藤村  1872-1943 『エトランゼエ』  「エトランゼエ」1922 
島崎藤村  1872-1943 『旧主人・芽生』  「岩石の間」 1912／「旧主人」 1902／「刺
繍」1912／「足袋」／「並木」1907／「船」／
「芽生」1909／「藁草履」1902 
島崎藤村  1872-1943 『桜の実の熟する時』  「桜の実の熟する時」1919 
島崎藤村  1872-1943 『市井にありて・桃の雫』  「市井にありて」1930／「桃の雫」1936 
島崎藤村  1872-1943 『夜明け前』  「夜明け前」1929-1935 
島崎藤村  1872-1943 『新生』  「新生」1918 
島崎藤村  1872-1943 『千曲川のスケッチ』  「千曲川のスケッチ」1912 
島崎藤村  1872-1943 『破戒』  「破戒」1906 
島崎藤村  1872-1943 『春』  「春」1908 
島田清次郎  1899-1930 『地上』  「地上」1919 
















・『日本古典文学大系 62 東海道中膝栗毛』（岩波書店）より 以下 1 作品  
 滑稽本：「東海道中膝栗毛」1802-1809 
 




徳田秋声  1871-1943 『あらくれ』  「あらくれ」1915 
徳田秋声  1871-1943 『縮図』  「縮図」1941 
直木三十五  1891-1934 『仇討浄瑠璃坂』  「仇討浄瑠璃坂」1929 
長与善郎  1888-1961 『青銅の基督』  「青銅の基督」1923 
長与善郎  1888-1961 『竹沢先生と云ふ人』  「竹沢先生と云ふ人」1924 











武者小路実篤  1885-1976 『愛慾・その妹』  「愛慾」1915／「その妹」1926 











り 3 作品  
 滑稽本：「戯場粋言幕の外」1806／「浮世風呂」1809-1812／「大千世界楽屋探」1817 
 
・『日本古典文学全集 47 洒落本・滑稽本・人情本』（小学館）より 7 作品  
 洒落本：「跖婦人伝」1753／「甲駅新話」1775／「古契三娼」1787／「繁千話」1790 
 滑稽本：「酩酊気質」1806 頃／「浮世床」1813-1814 
 人情本：「春告鳥」1836 
 
・『新編日本古典文学全集 79 黄表紙・川柳・狂歌』（小学館）より 6 作品  
 黄表紙：「桃太郎後日噺」1777／「口空多雁取帳」1783／「従夫以来記」1784／「江戸春一
夜千両」1786／「鸚鵡返文武二道」1789／「鼻下長物語」1792 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
